
令和元年8月に九州北部
で発生した集中豪雨によ
り、佐賀県佐賀市、武雄
市、多久市、小城市、大町
町等を中心に多くの被害が
発生しました。被災地支援
チーム「OKBA SE（オカ
ベース）」はこの災害の支
援のため、西九州大学社
会福祉学科の学生、卒業
生、教員により結成された
団体です。
活動内容は、連携先の
「おもやいボランティアセン
ター（武雄市民と民間ボラ
ンティア団体が立ち上げた
民間VC）」にて被災家屋の
片付けや戸別訪問等を実施
しています。また、ボラン
ティアと被災者や地域住民

さんと繋がるツールとして
防災イベントや戸別訪問で
の足湯ボランティアやハン
ドケアの癒しの場の提供を
行なっています。しかし、災
害や復旧・復興の段階に
よって、やること・やるべき
ことは変わっていきます。そ
のため、特定の活動はあり
ません。 
そこで私たちが大事にし
ていることは、災害発生時
だけの支援でとどめず、その
後の被災者の心や生活に寄
り添い続ける途切れること
のない支援を行うことです。
実際に、戸別訪問や防災イ
ベントで被災者の方との関
わりを通して、災害から多く
の時間が経った今だから話

せること、必要なこと、新た
な課題等が出てくることを
知り、継続した支援の必要
性を感じています。
私たちOKBASEメンバー
は社会福祉について学びを
深めています。目線や相手
の仕草などに注意しながら

コミュニケーションを取る
こと、その人のストレングス
（強み）に注目することな
ど、大学で学んできたこと
経験したことを活動に活か
すことができるのは強みだ
と感じています。
これからもこうした強み

を活かして、復興に向け被
災者に寄り添った活動を続
けていきます。
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2021「岩手」大会に向けて
岩手大学人文社会科学部　五味 壮平

「震災から10年目の岩

手にみなさんに来ていた

だきたい。まさに震災が起

きたその場所で、10年の

月日を重ねてきたその場

所で、復興、そして将来に

ついて考えられる機会を

つくりたい。」

昨年来、実行委員会のメ

ンバーはそんな思いを強く

持って準備にいそしんでき

ました。もともと2020年に

陸前高田市内で開催される

はずであったこの岩手大会

ですが、コロナウイルス感

染症拡大のため1年延期。

しかし、今年に入ってもそ

の影響は収まる気配を見せ

ず、実行委員会としては

様々な状況とリスクを検討

しながら準備せざるを得な

い状況が続いています。こ

の原稿を書いているのは7

月中旬。コロナに負けず、な

んとか開催できればと思っ

ています。

岩手大会実行委員会では

「東日本大震災から10年、

岩手で生まれたこと・変

わったこと」という大会全体

のテーマを設けることにし

ました。大災害があった後、

当該地域の社会的な枠組

みや構造が大きく変化する

ことがあるといわれます。

東日本大震災では、そして

岩手では、何が生まれ、どう

変わったのか。ともに深く考

えるきっかけが生まれる大

会になればと考えておりま

す。この大会テーマのもと

で開催される予定のシンポ

ジウムやエクスカーション

などについては、本ニュー

スレターの記事をご覧くだ

さい。

コロナに負けたくない

とはいいつつも、多様な

事態を最大限想定してリ

スクを避けなければなり

ません。陸前高田市内の

現地会場＋オンラインの

ハイブリッド開催を想定

していますが、実行委員

会にて現地開催の可否を

判断します。状況によって

は、直前にオンラインの

みの開催に切り替わるこ

ともあり得ます。また、お

住いの地域等の状況に

よっては来場をご遠慮い

ただかなくてはならない

こともございます。参加予

定のみなさま、学会ホーム

ページなどの情報を随時

チェックしていただきます

ようくれぐれもお願い申し

上げます。

2011年3月11日から10年

余り。コロナ禍での1年数ヶ

月も、この時間の中に含ま

れます。そんな時の重みを

感じながら、大会が開催で

きますように。

学会大会当日、現地にて

お目にかかれることを心よ

り願っております。

復興に向け、学生がつなぐ “寄り添った関わり”
西九州大学 被災地支援チームOKBASE 3年　林 智子

本研究科へ進学したこと
は必然だったのかもしれな
い。令和2年7月豪雨によ
り、地元・熊本と実家が被

災した。進学して3ヶ月ほど
のことだった。
発災直後は人吉に居な
かったが、有益と思われる
情報を提供することで家族
や友人を支援できたように
思う。情報提供において
は、研究科の先生、先輩、
同期の皆さんの支えがとて
も大きかった。
発災から数日後に地元へ

帰省し、変わり果てた人吉の
風景に唖然とした。やっと帰
れた我が家は、部屋の中に
入ることすら困難だった。帰
省中は、無我夢中で実家の

片付け作業をする日 を々送っ
ていた。思い出の写真や贈り
物の全てが泥まみれで、ひた
すら捨てるしかなかった。
その後、一度は関西へ
戻ったものの、地元や実
家、家族や友人のことを考
える毎日を過ごしていた。
発災から2ヶ月ほど経ち、実
家の片付けも落ち着いたと
の知らせを受け、少し気持
ちの余裕が生まれたととも
に、ふと、「地元のために自
分に何が出来るのだろう
か」と思うようになった。そ
のタイミングで、被災地
NGO恊働センターのボラン
ティアスタッフとして人吉の
現地支援が決まった。

これまで各支援団体に所
属し活動する中で、徐々に
個人的に支援活動を行いた
いと考えた。人吉市の全住
民の声を聞くことは難しい
かもしれないが、可能な限
り、ひとりひとりの住民の思
いを聞き、寄り添うような活
動が出来ないだろうかと。
実際に、被災によって町内
や近所付き合いが失われた
という声を聞く機会も多く
あった。こうした声を受け
て私たちはいま、地域内で
人が集まり会話を交わせる
場所をつくろうとしている。
そして、その人自身の思いに
寄り添う支援も展開してい
きたい。

寄り添う支援を目指して
兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科　丸山 彩巴

復興復興若者通信若者通信
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今回の大会シンポジウム
は、いわて復興未来塾（岩
手県）との共催により大会
最終日（9月20日）午後に
陸前高田市民文化会館で
開催します。テーマは、「地
域間の支え合い」です。大
規模災害時の地域間連携
では、相互応援協定や姉妹
都市などが思い出されます
が、東日本大震災の岩手県
では、きっちりとした事前の

取り交わしに基づくという
よりも（あまり取り交わされ
ていなかったのかしれませ
ん）、内陸と沿岸との緩や
かな結びつきが成果を生み
出したことに特徴があると
考えられます。
シンポジウムは二部構成
の予定です。第一部では、地
区・集落のコミュニティ、
NPOなどの団体、中小企業
間などの支えあい等につい

て事例に詳しい方が聞き手
となって当事者から話してい
ただく事例紹介を行います。
第二部では第一部の各聞き
手および過去の災害におけ
る地域間連携などに知見の
ある方を交えたパネルディ
スカッションを通して「地域
間のつながり、支え合い」に
ついて考えていきます。この
シンポジウムから岩手流の
支え合いを知っていただくと

ともに、災害時の支援、連携
について理解を深める機会
になると幸いです。
なお、感染症対策の観点
等から現地の会場へ参加さ
れる場合は事前申込制と
なっています。現地の会場
へ参加いただく際には、学
会HPより申込み手続きをお
忘れになりませんようお願
いいたします。多くの方の参
加をお待ちしております。

シンポジウムについて
岩手大学地域防災研究センター　福留 邦洋

岩手県陸前高田市　津波復興祈念公園
行程：9月18日（土）午

前11：00盛岡駅西口集合
⇒午前11 : 5 0 花巻空港
（大阪便で到着する方を
ピックアップします）⇒
14：00陸前高田着　東日
本大震災津波伝承館、道
の駅、祈念公園パークガイ
ドによる語り部および周
辺の案内などを予定。戻り
18時半ごろ
移動：貸切バス（定員20

名）最低運行人数10名　
参加費：5 , 0 0 0 円～

10,000円を予定（現地に
て現金でお支払いいただき
ます）
＊なお、9月以降開催基
準に該当するエリアに居
住の方は、参加自粛をお
願いします。また岩手県内
でコロナ感染拡大の場
合、中止となる可能性があ
ります。

学会大会2021エクスカーションについて
阿部 知幸（フードバンク岩手事務局長）・葛巻 徹（いわて連携復興センター代表理事）

皆さんに今の被災地を感
じてもらいたいという希望
を持ちつつも、様々な状況
を想定しながら準備を進め
ています。

大会の開催に関しては、
状況により、開催方法を変
更します。エクスカーション
の中止や、全企画の完全オ
ンラインへの変更等も考え

られます。
また、参加者の方には、状
況に応じて、現地参加をお控
えいただくことがあります。
詳しくは、今後、学会HP

等で告知していきます。随
時チェックのほどよろしくお
願いします。（本ページにお
ける記載事項は、8月16日
時点によるもの）

新型コロナウイルス感染症への対応について
岩手弁護士会　吉江 暢洋

本年の分科会は、大会初
日の9月18日夜に特別企画
分科会を、大会2日目の9月
19日に、6つの分科会を開
催する。各テーマの概要は
次の通り。①は企画者（敬
称略）②が趣旨。

【特別企画分科会】東日本
大震災から10年、岩手で生
まれたこと・変わったこと
①五味壮平　岩手大学人
文社会科学部
②東日本大震災は、東北、
あるいは岩手という地域と
社会にいったい何をもたら
し、何を変え、何を生んだ
のだろうか。今回の岩手大
会の全体テーマとシンクロ
する形で、このような問いに
対する検討を行う場とした
い。登壇者には、現場での
観察や考察、そして実践か
ら読み取った兆しについて
さまざまな角度から報告い
ただく。本分科会は特別企
画分科会であり、18日夜に
ナイトセッションとしてキャ
ピタルホテル1000で開催す
る予定である。

尊厳を失わない災害復興へ
－「尊厳ある縮退」を見据
えたコミュニティの再生・
創生－
①渥美公秀　大阪大学大
学院人間科学研究科
②本分科会では、少子高
齢、過疎、右肩下がりといっ
たトレンドにある現代社会
で、いかに尊厳を失わない
復興が可能かという問いを
議論します。まず、「尊厳あ

る縮退」をキーワードとし
た研究プロジェクトの知見
を共有し、続いて、理論・実
践・政策面からコメントを
頂戴します。その後、会場
の皆様と活発に議論したい
と思います。

多様な人々の対話による震
災伝承の可能性を考える―
岩手・宮城・福島の災害伝
承施設より
①坂口奈央　日本学術振
興会
②多くの伝承施設が設置
されたものの、妊婦や乳幼
児を抱えた女性や高齢者、
障がい者、性的マイノリ
ティ、外国人など多様な
人々の災害体験とそれぞれ
の人々が当時必要としてい
た防災ニーズを、公的な伝
承施設の中でどのように伝
えているのか。本分科会で
は、東日本大震災の災害
伝承施設で、どのような震
災の記憶がどのように集め
られ、それらをどのような
方法で伝えているのかを
検討する。本分科会を通し
て、災害伝承施設における
「ジェンダー平等と多様
性」の視点に基づく、災害
伝承の課題と可能性につ
いて探究する。

災害復興パラダイムを考え
る～カイ・エリクソンの「集
合的トラウマ」の概念を手
掛かりとして～
①近藤誠司　関西大学社
会安全学部
②カイ・エリクソンが提起した
「集合的トラウマ」（Collec-
tive trauma）を手掛かりとし
て、「個人心理の類型や分
断」にとらわれたり、「抽象さ
れた制度や統計」にからめと
られたりしない、「共同性
（Communality）」の観点か
ら、東日本大震災等の被災
地における喪失や復興のリ
アリティを再照射する。

東日本大震災復興意識調
査から読み解く復興十年の
現状と課題―住民・事業
者・行政との共同討論
①金子由芳　神戸大学社
会システムイノベーションセ
ンター
②東日本大震災復興十年
を機に様々な復興評価が行
われているが、本分科会の
狙いは、津波浸水地域の住
民意識に沿って復興の教訓
を読み解くことにある。
2020年中に岩手県・宮城
県沿岸13市町16地区で実
施した住民意識調査、およ
び商工者復興意識調査の

結果を受け、また住民・事
業者・行政担当者をパネ
ラーとして迎え、討論を通
じて教訓を掘り下げる。

復興による被災空間再編と
記憶／物語の関係を探る
①高原耕平　人と防災未
来センター
②東日本大震災の被災地
では、津波災害と復旧・復
興の過程で、多くのまちの
空間が再編され続けていま
す。こうした〈空間再編〉
は、その地の記憶と物語の
あり方に大きな影響を与え
ているのではないでしょう
か。そこで本分科会は、「復
興」による空間再編と記憶
／物語の関係を、東日本大
震災、阪神・淡路大震災、
北海道南西沖地震を具体
例として検討します。

動く市民ボランティア―アメ
リカ・イタリア・台湾・ニュー
ジーランドの国際比較
①斉藤容子　関西学院大
学災害復興制度研究所主
任研究員・准教授
②ボランティアやNGO/NPO
は被災者支援には欠かせ
ない存在となっている。しか
しその「動き方」については
各国様々である。本分科会
では、アメリカ・イタリア・台
湾・ニュージーランドを事
例に、「動く」ための仕組み
を報告するとともに、日本
におけるボランティアや 
NPO/NGOの被災者支援の
ための「動き方」について
参加者と共に考えたい。

分科会概要

大会概要大会概要
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今回の大会シンポジウム
は、いわて復興未来塾（岩
手県）との共催により大会
最終日（9月20日）午後に
陸前高田市民文化会館で
開催します。テーマは、「地
域間の支え合い」です。大
規模災害時の地域間連携
では、相互応援協定や姉妹
都市などが思い出されます
が、東日本大震災の岩手県
では、きっちりとした事前の

取り交わしに基づくという
よりも（あまり取り交わされ
ていなかったのかしれませ
ん）、内陸と沿岸との緩や
かな結びつきが成果を生み
出したことに特徴があると
考えられます。
シンポジウムは二部構成
の予定です。第一部では、地
区・集落のコミュニティ、
NPOなどの団体、中小企業
間などの支えあい等につい

て事例に詳しい方が聞き手
となって当事者から話してい
ただく事例紹介を行います。
第二部では第一部の各聞き
手および過去の災害におけ
る地域間連携などに知見の
ある方を交えたパネルディ
スカッションを通して「地域
間のつながり、支え合い」に
ついて考えていきます。この
シンポジウムから岩手流の
支え合いを知っていただくと

ともに、災害時の支援、連携
について理解を深める機会
になると幸いです。
なお、感染症対策の観点

等から現地の会場へ参加さ
れる場合は事前申込制と
なっています。現地の会場
へ参加いただく際には、学
会HPより申込み手続きをお
忘れになりませんようお願
いいたします。多くの方の参
加をお待ちしております。

シンポジウムについて
岩手大学地域防災研究センター　福留 邦洋

岩手県陸前高田市　津波復興祈念公園
行程：9月18日（土）午
前11：00盛岡駅西口集合
⇒午前11 : 5 0 花巻空港
（大阪便で到着する方を
ピックアップします）⇒
14：00陸前高田着　東日
本大震災津波伝承館、道
の駅、祈念公園パークガイ
ドによる語り部および周
辺の案内などを予定。戻り
18時半ごろ
移動：貸切バス（定員20

名）最低運行人数10名　
参加費：5 , 0 0 0 円～
10,000円を予定（現地に
て現金でお支払いいただき
ます）
＊なお、9月以降開催基
準に該当するエリアに居
住の方は、参加自粛をお
願いします。また岩手県内
でコロナ感染拡大の場
合、中止となる可能性があ
ります。

学会大会2021エクスカーションについて
阿部 知幸（フードバンク岩手事務局長）・葛巻 徹（いわて連携復興センター代表理事）

皆さんに今の被災地を感
じてもらいたいという希望
を持ちつつも、様々な状況
を想定しながら準備を進め
ています。

大会の開催に関しては、
状況により、開催方法を変
更します。エクスカーション
の中止や、全企画の完全オ
ンラインへの変更等も考え

られます。
また、参加者の方には、状
況に応じて、現地参加をお控
えいただくことがあります。
詳しくは、今後、学会HP

等で告知していきます。随
時チェックのほどよろしくお
願いします。（本ページにお
ける記載事項は、8月16日
時点によるもの）

新型コロナウイルス感染症への対応について
岩手弁護士会　吉江 暢洋

本年の分科会は、大会初
日の9月18日夜に特別企画
分科会を、大会2日目の9月
19日に、6つの分科会を開
催する。各テーマの概要は
次の通り。①は企画者（敬
称略）②が趣旨。

【特別企画分科会】東日本
大震災から10年、岩手で生
まれたこと・変わったこと
①五味壮平　岩手大学人
文社会科学部
②東日本大震災は、東北、
あるいは岩手という地域と
社会にいったい何をもたら
し、何を変え、何を生んだ
のだろうか。今回の岩手大
会の全体テーマとシンクロ
する形で、このような問いに
対する検討を行う場とした
い。登壇者には、現場での
観察や考察、そして実践か
ら読み取った兆しについて
さまざまな角度から報告い
ただく。本分科会は特別企
画分科会であり、18日夜に
ナイトセッションとしてキャ
ピタルホテル1000で開催す
る予定である。

尊厳を失わない災害復興へ
－「尊厳ある縮退」を見据
えたコミュニティの再生・
創生－
①渥美公秀　大阪大学大
学院人間科学研究科
②本分科会では、少子高
齢、過疎、右肩下がりといっ
たトレンドにある現代社会
で、いかに尊厳を失わない
復興が可能かという問いを
議論します。まず、「尊厳あ

る縮退」をキーワードとし
た研究プロジェクトの知見
を共有し、続いて、理論・実
践・政策面からコメントを
頂戴します。その後、会場
の皆様と活発に議論したい
と思います。

多様な人々の対話による震
災伝承の可能性を考える―
岩手・宮城・福島の災害伝
承施設より
①坂口奈央　日本学術振
興会
②多くの伝承施設が設置
されたものの、妊婦や乳幼
児を抱えた女性や高齢者、
障がい者、性的マイノリ
ティ、外国人など多様な
人々の災害体験とそれぞれ
の人々が当時必要としてい
た防災ニーズを、公的な伝
承施設の中でどのように伝
えているのか。本分科会で
は、東日本大震災の災害
伝承施設で、どのような震
災の記憶がどのように集め
られ、それらをどのような
方法で伝えているのかを
検討する。本分科会を通し
て、災害伝承施設における
「ジェンダー平等と多様
性」の視点に基づく、災害
伝承の課題と可能性につ
いて探究する。

災害復興パラダイムを考え
る～カイ・エリクソンの「集
合的トラウマ」の概念を手
掛かりとして～
①近藤誠司　関西大学社
会安全学部
②カイ・エリクソンが提起した
「集合的トラウマ」（Collec-
tive trauma）を手掛かりとし
て、「個人心理の類型や分
断」にとらわれたり、「抽象さ
れた制度や統計」にからめと
られたりしない、「共同性
（Communality）」の観点か
ら、東日本大震災等の被災
地における喪失や復興のリ
アリティを再照射する。

東日本大震災復興意識調
査から読み解く復興十年の
現状と課題―住民・事業
者・行政との共同討論
①金子由芳　神戸大学社
会システムイノベーションセ
ンター
②東日本大震災復興十年
を機に様々な復興評価が行
われているが、本分科会の
狙いは、津波浸水地域の住
民意識に沿って復興の教訓
を読み解くことにある。
2020年中に岩手県・宮城
県沿岸13市町16地区で実
施した住民意識調査、およ
び商工者復興意識調査の

結果を受け、また住民・事
業者・行政担当者をパネ
ラーとして迎え、討論を通
じて教訓を掘り下げる。

復興による被災空間再編と
記憶／物語の関係を探る
①高原耕平　人と防災未
来センター
②東日本大震災の被災地
では、津波災害と復旧・復
興の過程で、多くのまちの
空間が再編され続けていま
す。こうした〈空間再編〉
は、その地の記憶と物語の
あり方に大きな影響を与え
ているのではないでしょう
か。そこで本分科会は、「復
興」による空間再編と記憶
／物語の関係を、東日本大
震災、阪神・淡路大震災、
北海道南西沖地震を具体
例として検討します。

動く市民ボランティア―アメ
リカ・イタリア・台湾・ニュー
ジーランドの国際比較
①斉藤容子　関西学院大
学災害復興制度研究所主
任研究員・准教授
②ボランティアやNGO/NPO
は被災者支援には欠かせ
ない存在となっている。しか
しその「動き方」については
各国様々である。本分科会
では、アメリカ・イタリア・台
湾・ニュージーランドを事
例に、「動く」ための仕組み
を報告するとともに、日本
におけるボランティアや 
NPO/NGOの被災者支援の
ための「動き方」について
参加者と共に考えたい。

分科会概要

大会概要大会概要
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東京オリンピック開幕直
前の7月18日、宮城県石巻
市で震災遺構として整備さ
れた大川小学校の公開が
始まった。児童74人、教職
員10人が死亡・行方不明と
なった大川小の校舎保存を
めぐっては、長年にわたり
地域を二分・三分する議論
が行われてきた。特に新設
された「管理棟」と呼ばれ
る建物内での展示について
は、市と遺族らの話し合い
が難航し、訴訟関連の一部
展示が未完成のまま公開の
日を迎えた。
「なぜ18日公開にこだ

わったのか」と、話し合いに
参加していた住民はいぶか
る。同じ石巻市内で遺構整
備が進められている門脇小
学校の公開は来春に延期さ
れている。大川小も議論を
尽くしてから公開すべきで
はないかとの声もあった。
「オリンピックが始まると、
国会議員や県会議員を来
賓に呼びづらくなるから
じゃないか」。一人が声を
潜めて話すと「んだな」と、
周囲も頷いた。県内では21
日からサッカー競技が有観
客で予定され、観光客も増
えていた。
大川小に多数の報道陣

が詰めかける一方、約3km
離れた内湾・長面浦では、
漁師が牡蛎に付着したムー
ル貝を除去する「温湯処

理」に汗を流していた。照り
付ける太陽の下、養殖筏か
ら牡蛎を船に引き上げ、60
度ほどの水槽に浸して海に
戻す。「去年（昨シーズン）
はコロナで酷かったから、
今年は出荷を早めないと」
と、作業を急ぐ。新型コロナ
ウイルス感染拡大による自
粛の影響で、牡蛎の市場価
格は2021年初めから暴落
した。5月に入り連続ドラマ
「モネ効果」で少し持ち直
したが、「焼石に水」と言
う。
筆者は2004年に長面浦

を訪れ、豊かな自然環境の
中で生きる人々の姿に強い
印象を受けた。震災後も通
い続け、参与観察という形
で生活や地域の再生過程
を記録している。
漁師らは、震災で自宅と

筏の3分の2、漁船、共同出
荷施設を失いながら漁場復
旧に励んできた。沢水が流
れ込む山際の防潮堤の高さ
をT.P.8.4mから2.6mに変更
したほか、コミュニティカ
フェの運営やイベントなど
を行い、牡蛎のブランド化
に取り組んできた。そこで
生まれた人的交流も、新型
コロナウイルスの影響で止
まっている。18日は長面集
落の神社の夏祭りの日でも
あった。例年であれば神輿
や踊りが披露されるが、今
年は氏子青年会幹部らが祈

るだけの素祭となった。
大川地区では4つの集落
が災害危険区域に指定さ
れ、約400世帯・1000人が
内陸へと移転した。旧居住
地の互助組織「契約講」が
次々と解散する一方、移転
先での住民組織は育ってい
ない。人生で初めての借家
住まいや二重ローンなど、
生活再建に向けた不安や
課題が山積するなか、「オ
リンピック」という言葉を住
民から聞くことはまずない。
「復興五輪って言われてま
すよね」と話を振ると「関
係ないね」「要するに（招
致の）ダシに使われたんで
しょ」と冷めた答えが返って
くる。
では本当に関係ないの
か。思い起こせば五輪開催
が決まった2013年秋以
降、工事の入札不調が相次
いだ。資材高騰による計画
見直しも行われた。漁師ら
が生業回復の切り札と期待
した共同出荷施設前の護
岸工事は入札が3回流れ、
施設の供用開始はシーズン

終盤の2014年4月にずれ込
んだ。復旧工事は全般的に
遅れ、半島裏側にある漁港
に接続する道路工事は今も
続いている。長面集落と対
岸の尾崎集落を結ぶ大規
模橋梁は昨年度完成予定
だったが、取り付け斜面の
土留め工事個所が昨秋の
台風で崩落し、開通の見通
しは立っていない。業者不
足や資材高騰により適切な
工事が行われていなかった
のではないかと、囁かれて
いる。
オリンピックが開幕し、
招致や開会式の舞台裏が
報道されている。「東日本
大震災を特別視しない」と
いうIOCの方針と「復興五
輪」という国内向けアナウ
ンスとの狭間で、問題にな
るたび場当たり的に被災地
に関する「何か」を付け足し
てきた組織委員会のありよ
うが可視化されてきた。方
便としての「復興五輪」が
被災地に及ぼした影響を改
めて検証する必要がある
と、意を強くしている。

改めて問われる「復興五輪」
東京大学大学院学際情報学府　中島 みゆき

私事で誠に恐縮ですが、
約16年お世話になった中
越の復興の現場を離れ、
2021年3月よりNPO法人ふ
るさと回帰支援センター
（以下、センター）にお世
話になることになりまし
た。これまでの間、日本災
害復興学会員の皆さまに
は、中越の復興を支えてい
ただき誠にありがとうござ
いました。この場をお借り
して、御礼を申し上げます。
とはいえ、所属していた
（公社）中越防災安全推
進機構は、引き続き地域防
災力の向上と地方創生の
取り組みを推進していきま
すので、これまで同様のお
付き合いをお願い申し上げ
ます。ちなみに、新しく所
属するセンターは、過疎
化、少子高齢化による人口
減少に直面している地方自
治体と連携して「田舎暮ら
し・地方移住」を考えてい
る都市住民に情報提供、
マッチングを行います。「よ
り良い人材」をその地域に
紹介することで、持続可能
な地域づくりに寄与するこ
とを目的に2002年に設立
されました。現在では、セ
ンターに42道府県、2政令
市が移住相談員を配置し、
年間49401件の全国各地

の移住相談に対応してい
ます（2019年実績）。
「大好きな地域のためで
す。自然とですね」という
言葉を災害現場で、地域お
こし協力隊、もしくは、隊員
を卒業し地域に定住した
OB、OGの皆さまからよく
聞きました。地域おこし協
力隊は、総務省が所管する
制度で、その概要は都市地
域から過疎地域等の条件
不利地域に住民票を移動
し、生活拠点を移した人
を、地方公共団体が「地域
おこし協力隊」として委嘱
し、隊員は、一定期間、地
域に居住して、地域ブラン
ドや地場産品の開発・販
売・PR等の地域おこしの
支援や、農林水産業への
従事、住民の生活支援等の
「地域協力活動」を行い
ながら、その地域への定
住・定着を図る取り組みで
す。ちなみに、この制度は、
中越の「地域復興支援員」
がモデルの一つとされ、現
在では、1065の地方公共
団体で導入され、5556人
の地域おこし協力隊が活躍
しています（2020年度実
績）。隊員の4割が女性で、
約7割が20～30代で、任
期終了後、約6割が同じ地
域に定住しています。

協力隊の災害対応です
が、2014年の神城断層地
震の小谷村に端を発し、
2016年の熊本地震の西原
村や2017年の平成29年7
月九州北部豪雨の日田市
で顕著となり、2018年の西
日本豪雨の岡山県で県単
位での組織的な対応まで
に発展しました。岡山県で
は、協力隊の日頃の活動等
をサポートする（一社）岡
山県地域おこし協力隊ネッ
トワークが、県内の協力隊
のつながり、地域住民との
つながり、県・市町村との
つながり、全国の協力隊の
つながりを活かし災害対
応を行いました。先の言葉
は、この取り組みの調査を
行った際の「なぜ災害対応
を行ったのですか？」とい
う質問の回答として聞かれ
た言葉です。そこで、改めて
気づかされました。協力隊
は、特別な災害対応や被災
者支援をしているのではな
く、大変なことがおきた地
域の中で、大好きな地域の
ためにお互いに助け合って
いるだけなのだということ
を。そして、中越地震の時
の自分自身もそうだったこ
とを思い出しました。
移住相談のキーワードは
「ワークライフバランス」

「地域貢献」「農ある暮ら
し」です。協力隊のサポー
トやセンターの移住相談
を聞いている中で感じるこ
とは「地域の為に何かをし
たい」と思っている若者
（20～30代）が多いとい
うことです。このような若
者が、各地に移り住み、地
域住民と一緒にまちづくり
を行うことで、災害対応力
が向上するのではと思いま
す。そんな地域では、災害
時に、大好きな地域のため
のお互いの助け合いが自然
と行われると思います。
今後予想される南海トラ
フ地震の被災地周辺には
多くの移住者が住んでいま
す。このような人達を受け
入れている地域は、きっと
直後の助け合いや災害対
応がスムーズに進むことで
しょう。また首都直下地震
では、首都圏の住民を元首
都圏住民の移住者が以前
のつながりを元にサポート
するはずです。そして、首都
直下地震が起きる前に、少
しでも密の状況を改善して
おくことも大切です。そんな
ことを思い中越を離れるこ
とに。とはいえ、これからも
故郷とのつながりを大切に
少しでも恩返しができれば
と思います。

中越の復興の現場を離れるにあたり思うこと
NPO法人ふるさと回帰支援センター

副事務局長　稲垣 文彦

震災遺構として整備された大川小学校。公開が開始された7月18日には、
市長や国会議員、関係者を招いた式典が開かれた＝石巻市釜谷
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東京オリンピック開幕直
前の7月18日、宮城県石巻
市で震災遺構として整備さ
れた大川小学校の公開が
始まった。児童74人、教職
員10人が死亡・行方不明と
なった大川小の校舎保存を
めぐっては、長年にわたり
地域を二分・三分する議論
が行われてきた。特に新設
された「管理棟」と呼ばれ
る建物内での展示について
は、市と遺族らの話し合い
が難航し、訴訟関連の一部
展示が未完成のまま公開の
日を迎えた。
「なぜ18日公開にこだ
わったのか」と、話し合いに
参加していた住民はいぶか
る。同じ石巻市内で遺構整
備が進められている門脇小
学校の公開は来春に延期さ
れている。大川小も議論を
尽くしてから公開すべきで
はないかとの声もあった。
「オリンピックが始まると、
国会議員や県会議員を来
賓に呼びづらくなるから
じゃないか」。一人が声を
潜めて話すと「んだな」と、
周囲も頷いた。県内では21
日からサッカー競技が有観
客で予定され、観光客も増
えていた。
大川小に多数の報道陣
が詰めかける一方、約3km
離れた内湾・長面浦では、
漁師が牡蛎に付着したムー
ル貝を除去する「温湯処

理」に汗を流していた。照り
付ける太陽の下、養殖筏か
ら牡蛎を船に引き上げ、60
度ほどの水槽に浸して海に
戻す。「去年（昨シーズン）
はコロナで酷かったから、
今年は出荷を早めないと」
と、作業を急ぐ。新型コロナ
ウイルス感染拡大による自
粛の影響で、牡蛎の市場価
格は2021年初めから暴落
した。5月に入り連続ドラマ
「モネ効果」で少し持ち直
したが、「焼石に水」と言
う。
筆者は2004年に長面浦
を訪れ、豊かな自然環境の
中で生きる人々の姿に強い
印象を受けた。震災後も通
い続け、参与観察という形
で生活や地域の再生過程
を記録している。
漁師らは、震災で自宅と
筏の3分の2、漁船、共同出
荷施設を失いながら漁場復
旧に励んできた。沢水が流
れ込む山際の防潮堤の高さ
をT.P.8.4mから2.6mに変更
したほか、コミュニティカ
フェの運営やイベントなど
を行い、牡蛎のブランド化
に取り組んできた。そこで
生まれた人的交流も、新型
コロナウイルスの影響で止
まっている。18日は長面集
落の神社の夏祭りの日でも
あった。例年であれば神輿
や踊りが披露されるが、今
年は氏子青年会幹部らが祈

るだけの素祭となった。
大川地区では4つの集落
が災害危険区域に指定さ
れ、約400世帯・1000人が
内陸へと移転した。旧居住
地の互助組織「契約講」が
次々と解散する一方、移転
先での住民組織は育ってい
ない。人生で初めての借家
住まいや二重ローンなど、
生活再建に向けた不安や
課題が山積するなか、「オ
リンピック」という言葉を住
民から聞くことはまずない。
「復興五輪って言われてま
すよね」と話を振ると「関
係ないね」「要するに（招
致の）ダシに使われたんで
しょ」と冷めた答えが返って
くる。
では本当に関係ないの
か。思い起こせば五輪開催
が決まった2013年秋以
降、工事の入札不調が相次
いだ。資材高騰による計画
見直しも行われた。漁師ら
が生業回復の切り札と期待
した共同出荷施設前の護
岸工事は入札が3回流れ、
施設の供用開始はシーズン

終盤の2014年4月にずれ込
んだ。復旧工事は全般的に
遅れ、半島裏側にある漁港
に接続する道路工事は今も
続いている。長面集落と対
岸の尾崎集落を結ぶ大規
模橋梁は昨年度完成予定
だったが、取り付け斜面の
土留め工事個所が昨秋の
台風で崩落し、開通の見通
しは立っていない。業者不
足や資材高騰により適切な
工事が行われていなかった
のではないかと、囁かれて
いる。
オリンピックが開幕し、

招致や開会式の舞台裏が
報道されている。「東日本
大震災を特別視しない」と
いうIOCの方針と「復興五
輪」という国内向けアナウ
ンスとの狭間で、問題にな
るたび場当たり的に被災地
に関する「何か」を付け足し
てきた組織委員会のありよ
うが可視化されてきた。方
便としての「復興五輪」が
被災地に及ぼした影響を改
めて検証する必要がある
と、意を強くしている。

改めて問われる「復興五輪」
東京大学大学院学際情報学府　中島 みゆき

私事で誠に恐縮ですが、
約16年お世話になった中
越の復興の現場を離れ、
2021年3月よりNPO法人ふ
るさと回帰支援センター
（以下、センター）にお世
話になることになりまし
た。これまでの間、日本災
害復興学会員の皆さまに
は、中越の復興を支えてい
ただき誠にありがとうござ
いました。この場をお借り
して、御礼を申し上げます。
とはいえ、所属していた
（公社）中越防災安全推
進機構は、引き続き地域防
災力の向上と地方創生の
取り組みを推進していきま
すので、これまで同様のお
付き合いをお願い申し上げ
ます。ちなみに、新しく所
属するセンターは、過疎
化、少子高齢化による人口
減少に直面している地方自
治体と連携して「田舎暮ら
し・地方移住」を考えてい
る都市住民に情報提供、
マッチングを行います。「よ
り良い人材」をその地域に
紹介することで、持続可能
な地域づくりに寄与するこ
とを目的に2002年に設立
されました。現在では、セ
ンターに42道府県、2政令
市が移住相談員を配置し、
年間49401件の全国各地

の移住相談に対応してい
ます（2019年実績）。
「大好きな地域のためで

す。自然とですね」という
言葉を災害現場で、地域お
こし協力隊、もしくは、隊員
を卒業し地域に定住した
OB、OGの皆さまからよく
聞きました。地域おこし協
力隊は、総務省が所管する
制度で、その概要は都市地
域から過疎地域等の条件
不利地域に住民票を移動
し、生活拠点を移した人
を、地方公共団体が「地域
おこし協力隊」として委嘱
し、隊員は、一定期間、地
域に居住して、地域ブラン
ドや地場産品の開発・販
売・PR等の地域おこしの
支援や、農林水産業への
従事、住民の生活支援等の
「地域協力活動」を行い
ながら、その地域への定
住・定着を図る取り組みで
す。ちなみに、この制度は、
中越の「地域復興支援員」
がモデルの一つとされ、現
在では、1065の地方公共
団体で導入され、5556人
の地域おこし協力隊が活躍
しています（2020年度実
績）。隊員の4割が女性で、
約7割が20～30代で、任
期終了後、約6割が同じ地
域に定住しています。

協力隊の災害対応です
が、2014年の神城断層地
震の小谷村に端を発し、
2016年の熊本地震の西原
村や2017年の平成29年7
月九州北部豪雨の日田市
で顕著となり、2018年の西
日本豪雨の岡山県で県単
位での組織的な対応まで
に発展しました。岡山県で
は、協力隊の日頃の活動等
をサポートする（一社）岡
山県地域おこし協力隊ネッ
トワークが、県内の協力隊
のつながり、地域住民との
つながり、県・市町村との
つながり、全国の協力隊の
つながりを活かし災害対
応を行いました。先の言葉
は、この取り組みの調査を
行った際の「なぜ災害対応
を行ったのですか？」とい
う質問の回答として聞かれ
た言葉です。そこで、改めて
気づかされました。協力隊
は、特別な災害対応や被災
者支援をしているのではな
く、大変なことがおきた地
域の中で、大好きな地域の
ためにお互いに助け合って
いるだけなのだということ
を。そして、中越地震の時
の自分自身もそうだったこ
とを思い出しました。
移住相談のキーワードは
「ワークライフバランス」

「地域貢献」「農ある暮ら
し」です。協力隊のサポー
トやセンターの移住相談
を聞いている中で感じるこ
とは「地域の為に何かをし
たい」と思っている若者
（20～30代）が多いとい
うことです。このような若
者が、各地に移り住み、地
域住民と一緒にまちづくり
を行うことで、災害対応力
が向上するのではと思いま
す。そんな地域では、災害
時に、大好きな地域のため
のお互いの助け合いが自然
と行われると思います。
今後予想される南海トラ
フ地震の被災地周辺には
多くの移住者が住んでいま
す。このような人達を受け
入れている地域は、きっと
直後の助け合いや災害対
応がスムーズに進むことで
しょう。また首都直下地震
では、首都圏の住民を元首
都圏住民の移住者が以前
のつながりを元にサポート
するはずです。そして、首都
直下地震が起きる前に、少
しでも密の状況を改善して
おくことも大切です。そんな
ことを思い中越を離れるこ
とに。とはいえ、これからも
故郷とのつながりを大切に
少しでも恩返しができれば
と思います。

中越の復興の現場を離れるにあたり思うこと
NPO法人ふるさと回帰支援センター

副事務局長　稲垣 文彦

震災遺構として整備された大川小学校。公開が開始された7月18日には、
市長や国会議員、関係者を招いた式典が開かれた＝石巻市釜谷
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①

2021年6月4日、「自然
災害義援金に係る差押禁
止等に関する法律」が成
立した。自然災害の被災
者又はご遺族の生活を支
援等するために拠出され
た寄附金を原資として、自
治体が被災者へ配分する
金銭を「自然災害義援
金」と定義し、自然災害義
援金やその受給権の差押
えを禁止する法律である。
2021年1月1日以降のすべ
ての自然災害が、規模を
問わず対象になる。これに

より、債務のある被災者
が債権者から義援金の差
押えを受けることがなく
なった。また、破産手続や
自然災害債務整理ガイド
ラインといった法的・私的
な債務整理手続において
も、義援金を支払原資と
する必要がなくなり、被災
者の手元に残せるように
なった。被災者の生活再
建に大きく寄与し、かつ寄
附者の支援の想いにも合
致する法律の成立を歓迎
したい。これまでは、大災

害がおきる度に、法律家や
自治体が義援金保護を訴
えて立法提言を行い、議
員立法で義援金差押禁止
臨時法を成立させてき
た。東日本大震災及び原
子力発電所事故、熊本地
震、西日本豪雨と大阪府
北部地震、令和元年の一
連の豪雨台風、令和2年7
月豪雨の5つの臨時法が
これまでに成立したが、そ
の他の災害では義援金を
保護する法律はできな
かった。もとより災害規模

や国会情勢によって義援
金保護の有無が分かれて
よいはずがない。すべての
災害を対象とした義援金
保護の恒久法の必要性を
訴えてきた結果、法律成立
に至ったことは感慨深い。
このような法改正の提言
や立法活動の経緯、ことに
臨時法の実績を恒久法へ
と昇華させた軌跡は、新
たな困難を克服して社会
を強靭化させた智慧とし
ても記録しておきたいとこ
ろである。

復興では、災害で顕在化
した社会のひずみを正し
て、未来の夢のある社会を
目指さなければならない。
その夢のある社会を実現
するうえには、被災者が肉
体的にも精神的にも健康
を取り戻すこと、被災地が
経済的にも文化的にも活力
を取り戻すことが欠かせな
い。その被災者の健康と被
災地の活力を取り戻すカギ
となるのが、豊かな食生活
や食文化である。
阪神・淡路大震災の後、

再建された素敵な住宅で
粗末な食事をしている家
族を見て、ショックを受け
た。ローンで生計が立たな
くなり、食費が出せないと
いうことだった。貧しい食
事は、身も心も駄目にして
しまい、復興のエネルギー
も奪ってしまう。この粗末
な食事ゆえに被災者が健
康を害してゆく姿を、最近
の避難所でも目にするよう
になった。避難所は、被災
者が健康を回復し復興へ
の英気を養う場所だし、

病院の食事以上に栄養価
のあるものを提供しなけ
ればならない場所である
のに、それができていな
い。
ところで食は、被災者の
健康だけでなく被災地の
経済にも影響を与える。能
登半島地震の後、被災地で
地元の食材をつかった「能
登丼」に遭遇して、私はそ
の虜になった。美味しかっ
たこともあるし地域の文化
を感じることができたから
である。能登丼を提供する

店には被災者も観光客も
集まってきた。能登丼は、
被災地のコミュニティ形成
の核にもなり、復興を支え
る観光再生の柱にもなっ
た。
能登丼が観光と復興の
エンジンとなった。この能
登丼と同じ機能を、東日本
大震災後の「キラキラ丼」
でも見ることができる。災
害は新たな食文化を育む
といえる。避難所の食事に
も被災者の食卓にも豊か
な食文化を育みたい。

復興に欠かせない食
兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科　室﨑 益輝

筆者は、昨2020年11月
より、和歌山大学紀伊半島
価値共創基幹災害科学・
レジリエンス共創センター
に着任し、「防災・減災・
復興の担い手づくり」を担
当している。2021年3月11
日には、学生・教職員等を
対象に、有事のみならず平
常時から災害ボランティア
拠点（災害ボランティアス
テーション）を常設し、災
害に強い人材の育成に取り
組んでいる。
また、筆者は、これまで

復興まちづくりにおける外
部支援者として、阪神・淡
路大震災、東日本大震災
の復興まちづくりに長年関
わってきた。災害後の地
域の持続性を考えると復
興まちづくりにも備えるこ
と（例えば、事前復興まち
づくり）が大切だと実感し
てきた。大学では事前復
興まちづくりをテーマに、
講義や自治体の委員をし
ている。
災害の常襲地域である

和歌山県に着任したことか
ら、組織のミッションでも
ある災害からのレジリエン
スを学び、会員の皆さまの
知見と共有する機会をつく

りたい。本稿では、紀伊半
島大水害10年をテーマに
いただき、報告する。
2011年9月初旬に、紀伊

半島（和歌山県、奈良県、
三重県）において、台風12
号に起因する豪雨による紀
伊半島大水害が起こった。
全国で死者98名。被害の
大きかった和歌山県内で
は、県道路管理の298箇所
が被災し、約160箇所で通
行止めとなり、県内の交通
網がまひ状態に陥った。世
界遺産の熊野那智大社や
那智の滝に通じる那智川
沿いや、那智本宮大社に繋
がる熊野川沿いでも通行
が困難になった。
紀伊半島は、豪雨の常

襲地帯であり、備える知恵
や訓練を活かした事例が
多く存在している。本稿で
は、ボランティア活動に焦
点を当てる。
新宮市社会福祉協議会

では、紀伊半島大水害の5
年ほど前より災害ボラン
ティアの設置訓練を行って
おり、市民も運営スタッフと
して訓練してきた。被災の
翌日朝には、約20名の市
民ボランティアと社協職員
で災害ボランティアセン

ターが立ち上げられた。開
設当初は、高校生もたくさ
ん来た。社協の事業で、中
高生のボランティアスクー
ルを毎年開催しており、
「自分たちが災害時に何が
できるか」をテーマに話し
合いをしていたそうだ。
新宮市中心部から熊野
川地区への道は、通行止め
になり、集落が孤立状態と
なった。道が開通しても迂
回して1時間半ほどかかる
ので、熊野川にサテライト
が必要となり、応援に来ら
れた社会福祉協議会の協
力を得て立ち上がった。当
時の社協職員は、「市民ボ
ランティアが本体のセン
ターを支えられていたから
こそ、サテライトの運営も
できた。」と言っている。
孤立した被災者がどれだ
け不安だったか。災害ボラ
ンティアセンターは、被災
者の元にボランティアを届
けたいという一心だったの
だ。各戸ニーズ調査を行い
約1万人のボランティアが
必要だと見積もり遠隔地か
らもボランティア募集を行
う「1万人プロジェクト」を
実施した。その活動から被
災者たちも立ち直り、地元

で支え合えるようになり、
発災から2か月後の11月6
日には、閉所式をし、住民
リーダー自ら「これまであ
りがとうございました。私
たちの手で地域を復興させ
ます。」と力強い言葉で話
した。
全国に先駆けて災害ボラ
ンティアセンターを常設し
た（2008年10月）和歌山
県社会福祉協議会等、日
頃の訓練が生きていると感
じた。
紀伊半島大水害10年に
あたり、住民同士が支え
合った災害ボランティア活
動を振り返った。コロナ禍
で外部者が被災地に来る
ことが難しかったり、そも
そも都市から遠い集落
で、災害後の地域での助
け合いはどのように可能な
のか？外部のボランティア
が被災者と出会う意義と
は何か？紀伊半島大水害
のボランティア活動の事
例から学びたいと、今年の
秋には、地元和歌山大学
で、シンポジウムを計画し
ている。オンラインも予定
していますので、興味ある
方は連絡いただけると幸
いです。

市民災害ボランティアセンターの取り組みから学ぶ
和歌山大学紀伊半島価値共創基幹災害科学・
レジリエンス共創センター特任准教授

宮定章

復興味な味な味な味な

特 集特 集 紀伊半島大水害10年
自然災害義援金の
差押禁止恒久法

東京弘和法律事務所弁護士・博士（法学）・岩手大学地域防災研究センター客員教授
岡本 正
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2021年6月4日、「自然
災害義援金に係る差押禁
止等に関する法律」が成
立した。自然災害の被災
者又はご遺族の生活を支
援等するために拠出され
た寄附金を原資として、自
治体が被災者へ配分する
金銭を「自然災害義援
金」と定義し、自然災害義
援金やその受給権の差押
えを禁止する法律である。
2021年1月1日以降のすべ
ての自然災害が、規模を
問わず対象になる。これに

より、債務のある被災者
が債権者から義援金の差
押えを受けることがなく
なった。また、破産手続や
自然災害債務整理ガイド
ラインといった法的・私的
な債務整理手続において
も、義援金を支払原資と
する必要がなくなり、被災
者の手元に残せるように
なった。被災者の生活再
建に大きく寄与し、かつ寄
附者の支援の想いにも合
致する法律の成立を歓迎
したい。これまでは、大災

害がおきる度に、法律家や
自治体が義援金保護を訴
えて立法提言を行い、議
員立法で義援金差押禁止
臨時法を成立させてき
た。東日本大震災及び原
子力発電所事故、熊本地
震、西日本豪雨と大阪府
北部地震、令和元年の一
連の豪雨台風、令和2年7
月豪雨の5つの臨時法が
これまでに成立したが、そ
の他の災害では義援金を
保護する法律はできな
かった。もとより災害規模

や国会情勢によって義援
金保護の有無が分かれて
よいはずがない。すべての
災害を対象とした義援金
保護の恒久法の必要性を
訴えてきた結果、法律成立
に至ったことは感慨深い。
このような法改正の提言
や立法活動の経緯、ことに
臨時法の実績を恒久法へ
と昇華させた軌跡は、新
たな困難を克服して社会
を強靭化させた智慧とし
ても記録しておきたいとこ
ろである。

復興では、災害で顕在化
した社会のひずみを正し
て、未来の夢のある社会を
目指さなければならない。
その夢のある社会を実現
するうえには、被災者が肉
体的にも精神的にも健康
を取り戻すこと、被災地が
経済的にも文化的にも活力
を取り戻すことが欠かせな
い。その被災者の健康と被
災地の活力を取り戻すカギ
となるのが、豊かな食生活
や食文化である。
阪神・淡路大震災の後、

再建された素敵な住宅で
粗末な食事をしている家
族を見て、ショックを受け
た。ローンで生計が立たな
くなり、食費が出せないと
いうことだった。貧しい食
事は、身も心も駄目にして
しまい、復興のエネルギー
も奪ってしまう。この粗末
な食事ゆえに被災者が健
康を害してゆく姿を、最近
の避難所でも目にするよう
になった。避難所は、被災
者が健康を回復し復興へ
の英気を養う場所だし、

病院の食事以上に栄養価
のあるものを提供しなけ
ればならない場所である
のに、それができていな
い。
ところで食は、被災者の
健康だけでなく被災地の
経済にも影響を与える。能
登半島地震の後、被災地で
地元の食材をつかった「能
登丼」に遭遇して、私はそ
の虜になった。美味しかっ
たこともあるし地域の文化
を感じることができたから
である。能登丼を提供する

店には被災者も観光客も
集まってきた。能登丼は、
被災地のコミュニティ形成
の核にもなり、復興を支え
る観光再生の柱にもなっ
た。
能登丼が観光と復興の
エンジンとなった。この能
登丼と同じ機能を、東日本
大震災後の「キラキラ丼」
でも見ることができる。災
害は新たな食文化を育む
といえる。避難所の食事に
も被災者の食卓にも豊か
な食文化を育みたい。

復興に欠かせない食
兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科　室﨑 益輝

筆者は、昨2020年11月
より、和歌山大学紀伊半島
価値共創基幹災害科学・
レジリエンス共創センター
に着任し、「防災・減災・
復興の担い手づくり」を担
当している。2021年3月11
日には、学生・教職員等を
対象に、有事のみならず平
常時から災害ボランティア
拠点（災害ボランティアス
テーション）を常設し、災
害に強い人材の育成に取り
組んでいる。
また、筆者は、これまで
復興まちづくりにおける外
部支援者として、阪神・淡
路大震災、東日本大震災
の復興まちづくりに長年関
わってきた。災害後の地
域の持続性を考えると復
興まちづくりにも備えるこ
と（例えば、事前復興まち
づくり）が大切だと実感し
てきた。大学では事前復
興まちづくりをテーマに、
講義や自治体の委員をし
ている。
災害の常襲地域である
和歌山県に着任したことか
ら、組織のミッションでも
ある災害からのレジリエン
スを学び、会員の皆さまの
知見と共有する機会をつく

りたい。本稿では、紀伊半
島大水害10年をテーマに
いただき、報告する。
2011年9月初旬に、紀伊
半島（和歌山県、奈良県、
三重県）において、台風12
号に起因する豪雨による紀
伊半島大水害が起こった。
全国で死者98名。被害の
大きかった和歌山県内で
は、県道路管理の298箇所
が被災し、約160箇所で通
行止めとなり、県内の交通
網がまひ状態に陥った。世
界遺産の熊野那智大社や
那智の滝に通じる那智川
沿いや、那智本宮大社に繋
がる熊野川沿いでも通行
が困難になった。
紀伊半島は、豪雨の常
襲地帯であり、備える知恵
や訓練を活かした事例が
多く存在している。本稿で
は、ボランティア活動に焦
点を当てる。
新宮市社会福祉協議会
では、紀伊半島大水害の5
年ほど前より災害ボラン
ティアの設置訓練を行って
おり、市民も運営スタッフと
して訓練してきた。被災の
翌日朝には、約20名の市
民ボランティアと社協職員
で災害ボランティアセン

ターが立ち上げられた。開
設当初は、高校生もたくさ
ん来た。社協の事業で、中
高生のボランティアスクー
ルを毎年開催しており、
「自分たちが災害時に何が
できるか」をテーマに話し
合いをしていたそうだ。
新宮市中心部から熊野
川地区への道は、通行止め
になり、集落が孤立状態と
なった。道が開通しても迂
回して1時間半ほどかかる
ので、熊野川にサテライト
が必要となり、応援に来ら
れた社会福祉協議会の協
力を得て立ち上がった。当
時の社協職員は、「市民ボ
ランティアが本体のセン
ターを支えられていたから
こそ、サテライトの運営も
できた。」と言っている。
孤立した被災者がどれだ
け不安だったか。災害ボラ
ンティアセンターは、被災
者の元にボランティアを届
けたいという一心だったの
だ。各戸ニーズ調査を行い
約1万人のボランティアが
必要だと見積もり遠隔地か
らもボランティア募集を行
う「1万人プロジェクト」を
実施した。その活動から被
災者たちも立ち直り、地元

で支え合えるようになり、
発災から2か月後の11月6
日には、閉所式をし、住民
リーダー自ら「これまであ
りがとうございました。私
たちの手で地域を復興させ
ます。」と力強い言葉で話
した。
全国に先駆けて災害ボラ

ンティアセンターを常設し
た（2008年10月）和歌山
県社会福祉協議会等、日
頃の訓練が生きていると感
じた。
紀伊半島大水害10年に

あたり、住民同士が支え
合った災害ボランティア活
動を振り返った。コロナ禍
で外部者が被災地に来る
ことが難しかったり、そも
そも都市から遠い集落
で、災害後の地域での助
け合いはどのように可能な
のか？外部のボランティア
が被災者と出会う意義と
は何か？紀伊半島大水害
のボランティア活動の事
例から学びたいと、今年の
秋には、地元和歌山大学
で、シンポジウムを計画し
ている。オンラインも予定
していますので、興味ある
方は連絡いただけると幸
いです。

市民災害ボランティアセンターの取り組みから学ぶ
和歌山大学紀伊半島価値共創基幹災害科学・
レジリエンス共創センター特任准教授

宮定章

復興味な味な味な味な

特 集特 集 紀伊半島大水害10年
自然災害義援金の
差押禁止恒久法

東京弘和法律事務所弁護士・博士（法学）・岩手大学地域防災研究センター客員教授
岡本 正
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令和元年8月に九州北部
で発生した集中豪雨によ
り、佐賀県佐賀市、武雄
市、多久市、小城市、大町
町等を中心に多くの被害が
発生しました。被災地支援
チーム「OKBA SE（オカ
ベース）」はこの災害の支
援のため、西九州大学社
会福祉学科の学生、卒業
生、教員により結成された
団体です。
活動内容は、連携先の

「おもやいボランティアセン
ター（武雄市民と民間ボラ
ンティア団体が立ち上げた
民間VC）」にて被災家屋の
片付けや戸別訪問等を実施
しています。また、ボラン
ティアと被災者や地域住民

さんと繋がるツールとして
防災イベントや戸別訪問で
の足湯ボランティアやハン
ドケアの癒しの場の提供を
行なっています。しかし、災
害や復旧・復興の段階に
よって、やること・やるべき
ことは変わっていきます。そ
のため、特定の活動はあり
ません。 
そこで私たちが大事にし

ていることは、災害発生時
だけの支援でとどめず、その
後の被災者の心や生活に寄
り添い続ける途切れること
のない支援を行うことです。
実際に、戸別訪問や防災イ
ベントで被災者の方との関
わりを通して、災害から多く
の時間が経った今だから話

せること、必要なこと、新た
な課題等が出てくることを
知り、継続した支援の必要
性を感じています。
私たちOKBASEメンバー
は社会福祉について学びを
深めています。目線や相手
の仕草などに注意しながら

コミュニケーションを取る
こと、その人のストレングス
（強み）に注目することな
ど、大学で学んできたこと
経験したことを活動に活か
すことができるのは強みだ
と感じています。
これからもこうした強み
を活かして、復興に向け被
災者に寄り添った活動を続
けていきます。

日本災害復興学会
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2021「岩手」大会に向けて
岩手大学人文社会科学部　五味 壮平

「震災から10年目の岩

手にみなさんに来ていた

だきたい。まさに震災が起

きたその場所で、10年の

月日を重ねてきたその場

所で、復興、そして将来に

ついて考えられる機会を

つくりたい。」

昨年来、実行委員会のメ

ンバーはそんな思いを強く

持って準備にいそしんでき

ました。もともと2020年に

陸前高田市内で開催される

はずであったこの岩手大会

ですが、コロナウイルス感

染症拡大のため1年延期。

しかし、今年に入ってもそ

の影響は収まる気配を見せ

ず、実行委員会としては

様々な状況とリスクを検討

しながら準備せざるを得な

い状況が続いています。こ

の原稿を書いているのは7

月中旬。コロナに負けず、な

んとか開催できればと思っ

ています。

岩手大会実行委員会では

「東日本大震災から10年、

岩手で生まれたこと・変

わったこと」という大会全体

のテーマを設けることにし

ました。大災害があった後、

当該地域の社会的な枠組

みや構造が大きく変化する

ことがあるといわれます。

東日本大震災では、そして

岩手では、何が生まれ、どう

変わったのか。ともに深く考

えるきっかけが生まれる大

会になればと考えておりま

す。この大会テーマのもと

で開催される予定のシンポ

ジウムやエクスカーション

などについては、本ニュー

スレターの記事をご覧くだ

さい。

コロナに負けたくない

とはいいつつも、多様な

事態を最大限想定してリ

スクを避けなければなり

ません。陸前高田市内の

現地会場＋オンラインの

ハイブリッド開催を想定

していますが、実行委員

会にて現地開催の可否を

判断します。状況によって

は、直前にオンラインの

みの開催に切り替わるこ

ともあり得ます。また、お

住いの地域等の状況に

よっては来場をご遠慮い

ただかなくてはならない

こともございます。参加予

定のみなさま、学会ホーム

ページなどの情報を随時

チェックしていただきます

ようくれぐれもお願い申し

上げます。

2011年3月11日から10年

余り。コロナ禍での1年数ヶ

月も、この時間の中に含ま

れます。そんな時の重みを

感じながら、大会が開催で

きますように。

学会大会当日、現地にて

お目にかかれることを心よ

り願っております。

復興に向け、学生がつなぐ “寄り添った関わり”
西九州大学 被災地支援チームOKBASE 3年　林 智子

本研究科へ進学したこと
は必然だったのかもしれな
い。令和2年7月豪雨によ
り、地元・熊本と実家が被

災した。進学して3ヶ月ほど
のことだった。
発災直後は人吉に居な

かったが、有益と思われる
情報を提供することで家族
や友人を支援できたように
思う。情報提供において
は、研究科の先生、先輩、
同期の皆さんの支えがとて
も大きかった。
発災から数日後に地元へ

帰省し、変わり果てた人吉の
風景に唖然とした。やっと帰
れた我が家は、部屋の中に
入ることすら困難だった。帰
省中は、無我夢中で実家の

片付け作業をする日 を々送っ
ていた。思い出の写真や贈り
物の全てが泥まみれで、ひた
すら捨てるしかなかった。
その後、一度は関西へ
戻ったものの、地元や実
家、家族や友人のことを考
える毎日を過ごしていた。
発災から2ヶ月ほど経ち、実
家の片付けも落ち着いたと
の知らせを受け、少し気持
ちの余裕が生まれたととも
に、ふと、「地元のために自
分に何が出来るのだろう
か」と思うようになった。そ
のタイミングで、被災地
NGO恊働センターのボラン
ティアスタッフとして人吉の
現地支援が決まった。

これまで各支援団体に所
属し活動する中で、徐々に
個人的に支援活動を行いた
いと考えた。人吉市の全住
民の声を聞くことは難しい
かもしれないが、可能な限
り、ひとりひとりの住民の思
いを聞き、寄り添うような活
動が出来ないだろうかと。
実際に、被災によって町内
や近所付き合いが失われた
という声を聞く機会も多く
あった。こうした声を受け
て私たちはいま、地域内で
人が集まり会話を交わせる
場所をつくろうとしている。
そして、その人自身の思いに
寄り添う支援も展開してい
きたい。

寄り添う支援を目指して
兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科　丸山 彩巴

復興復興若者通信若者通信
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